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日露生態系保全協力

問題意識問題意識
 温暖化によるオホーツク海の流氷の急激な減少への対処

（オホーツク海の流氷の面積は、ここ３０年間で２０％減少。）
→流氷の減少は、流氷に依存する動物や海洋の物質循環に大きな影響。
→シベリアの寒気が流氷形成に与える影響等、気候変動の解明が必要。

 アムール川から流出する物質による影響等、海洋環境の把握
→北太平洋全体に新鮮な酸素やプランクトンの生育に必要な「鉄」を供給。

 油汚染、鳥インフルエンザ等の国境を越えた問題への対処
 豊かな生態系をもつ北方四島周辺の生態系の保全

「協力プログラム」の作成により以下の協力を実施「協力プログラム」の作成により以下の協力を実施

海洋・陸上生態系の共同研究。希
少種や絶滅危惧種に関する調査。

生態系に関する情報交換、統一
データベースの作成。

油汚染、鳥インフルエンザ等の緊急
事態等における迅速な情報交換体制
の確立。

流氷の変動やアムール川から流出
する物質の調査等、隣接海域の海洋環
境の把握。

極東・シベリア等における気候変動と
生態系への影響の調査。

日露の関係省庁間の協力、四島交
流の枠組みによるものを含む専門家交
流の拡大。

日露協力が
急務

別
添



渡邊綱男自然環境計画課長挨拶より抜粋

1．知床の生態系保全のためには、オホーツク全体の生態系保全を
進めることが必要であり、日露協力が欠かせない。

2．環境省から外務省の方にご相談をし、外務省、北海道、そして日
露の専門家会合にご出席いただいた研究者の皆様のご尽力のお
陰で、政府間の協力プログラムがまとまった。

3．長年にわたっての共同研究、あるいは研究交流という積み重ねが
あったからこそ、今回の協力プログラムが出来上がった。

4．その協力プログラムに基づいて、日露の実質的な様々な活動を展
開していくための、いわばキックオフというふうに思う。

5．来年10月に名古屋で開催される、生物多様性条約の第10回締約
国会議（COP10）の機会でも、日露の協力プロジェクトについて世
界に伝えたい。


